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ドラッカーに学ぶ人々

午後5時を回る頃にもなれば，ニューヨーク・マンハッタンの週日には同じ
風景が繰り広げられる．エレベーターから何万もの人並みが吐き出され，ウォー
ル街の人工峡谷に吸い込まれていく．誰もが地下鉄の階段を下り，漸次地下の
住人となる．恐ろしく稠密だ．そんななか，ニューヨーク大学大学院のビジネ
ススクールに向かう一群がある．手早く食事を済ませて，530教室に向かう．
そこで20年来かのピーター・ドラッカー教授が毎週月曜日の授業を持ち，企
業人たちを出迎える．

多くはやり手の中間管理職である．年の頃20代半ばから30を少し出たくら
いが中心である．企業での勤務経験を持ち，一家を養う柱である．まだ住宅ロー
ンもある．

ドラッカー教授はそれまで比較的のんびりしたベニントンやサラ・ローレン
スなどで教鞭を執ってきた．それでも，この大都市ニューヨークの環境もまた，
教授にとって悪くはないようだ．舞台は誰かの借り物とは最近よく聞く言い回
しだ．だがもっと大切なのは，ドラッカー教授自身が，知的刺激をもたらして
くれる学生に心底惚れこんでくれることだ．実際，多くは大手企業勤務で，み
なが教授の教室で繰り広げられるマネジメントの世界に並々ならぬ関心を寄せ
る．

ビジネスマンを中心とする一方で，教室には他にもさまざまな学生が姿を見
せる．ニューヨーク教区の聖職者もいれば，医療機関職員や公務員がいる．実

際に地方大学でマネジメントを講ずる先生もいるし，世界中の国々からの留学
生もいる．さらには，世界的な企業のトップの姿さえある．そんな人たちはあ
の地下鉄の雑踏とは無縁で，表口にはちゃんと運転手付きのリムジンが控えて
いる．

実に多様な学生たちがドラッカー教授にあこがれ抜いているのには一つ理由
がある．みなが学びを欲しているということだ．新たな仕事に向けて刷新して
くれる知的刺激を求めている．

その教授法

ドラッカー教授のスタイルというものは人数やテーマによって変幻自在であ
る．100名を超える講義でマネジメントを講ずるにあたっては，事例研究を用
いることが多い．いずれも生物としての企業がなぜ・いかにして存在するのか
に関わる．そこから財務，マーケティング，イノベーション，組織，計画，環
境などの討究がなされる．他の大学ではだらだらといつ果てるとも知れぬ話が
続くのがめずらしくない．だが，ドラッカー教授の場合，じつにきびきびと簡
潔である．決してポイントをはずさない．事例はすべて教授自身が仕事として
見聞きしたものである．コンサルティング活動の賜である．むろん固有名は丁
寧に伏せられる．

第一印象からして，特にその手の事例研究を初めて聞く者などは，みな容易
に実行可能のものと錯覚する．経験のある学生などはなまじ自信があるだけに，
事例の大半がたいして興味を引かない場合もある．そうなると膨らんだ期待が
一気にしぼんで，逆にいらいらするようになってくる．なかには「こんな事例
は甘過ぎです．自分なら違う方法をとっていました」「ドラッカー教授が何を
したいのかよくわかりません」などと不満を言う学生もいる．血気盛んな学生
にはありがちのことで，その後のディスカッションが待ちきれない．

だが，ドラッカー教授がいかにして考えるべきかを示してくれれば，時に議
論は白熱しつつも，多くは事例の大事なポイントを見逃していたのを自ら認め
ざるをえなくなる．

思い返せば，狭隘な自らの了見でもって楯突く人たちが後を絶たなかった．
致命的なポイントをうっかり見落としていたり，本質とそうでないものを勘違
いしているのに気づかされたりもした．結論をペーパーに落とし込みわれなが

＊ドラッカーがニューヨーク大学教授時代に刊行された還暦記念論文集Peter Drucker: 
Contributions to Business Enterprise (Tony H. Bonaparte and John E. Fraherty eds., 1970, 
New York University Press)の一章として収載されたものである．著者は元ニューヨーク
大学の研究者で，ドラッカーとの親交も厚かった人物．


